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(1) nを正の整数とする．−π

2
5 x 5 π

2
の範囲において

fn(x) =





sinnx

sinx
−π
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5 x 5 π

2
, x 6= 0

cn x = 0

とおくことにより定義される関数 fn(x)が，連続関数となるように定数 cn の値を

定めよ．

(2) f3(x)は cos x，cos 2x等を用いて表せることを示し，定積分

∫ π
2

−π
2

f3(x)dx

の値を求めよ．

(3) 任意の正の整数 nに対して，定積分

∫ π
2

−π
2

f2n+1(x)dx

の値を求めよ．


